










平成 1年度から松山市の全中学 1年生を対象に小児成人病のスクリーニングが行なわれる

ようになった。その結果については昨年度の本研究会で報告した。またスクリーニングと

同時に小児成人病予防検診の事後指導システムによる事後指導を実施した。事後指導シス

テムが整備されていなかったときの小学 4年時と中学 1年時の肥満度および血清コレステ

ロールは男女とも強い相関が認められた。一方事後措置による高コレステロール血症およ

び肥満度は明らかな改善が見られた。 


